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第４章では、多くの水酸基を含む CNF を PU の繊維強化材に利用するための検討を
している。反応溶剤の極性を調整することによって、鎖延長材でもある CNF と PU プ
レポリマーの生長反応が、ある分子量まで達すると反応溶剤中で沈殿が起こり、生長反
応が抑制されることを明らかにしていた。また、同時に PU と CNF の架橋反応も抑え
られることも示していた。しかし、CNF の凝集が確認されたため、第２章で表面改質
した CNF を使って検討した結果、リン酸処理で改質した CNF が PU に均一分散する
ことが分かり、得られた透明な繊維強化 PU フィルムは引張試験の結果から芳香族系
PU と同等の高い力学物性を示すことを明らかにしている。これまでは、芳香族系 PU
の力学物性が高いためにその応用は広がっているが、脂肪族系 PU に比べ UV 劣化が早
いという課題があったが、UV 劣化試験により、本研究で得られた脂肪族系 PU は芳香
族系 PU と比べ光劣化による黄変も抑えられることも報告している。 














学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関し、審査委員から結果を補足するための追加分析の提案、および第１章をよ
り充実するための提案があり、一部追記を行うこととした。また、公聴会においても、
16 名の出席者があり機械特性に与える CNF の影響、特許性、フィラーと樹脂界面の関
係性、CNF の鎖長の影響、将来の応用面、更なる進歩性など種々の質問がなされたが、
いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
